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第５章 計画の進行管理 
 

５.１ PDCA サイクルの考え方 

 

本計画においては、Plan（計計画の策定）、Do（計行））、Check（計価））、Action（計直 し）の

いわゆる PDCA サイクルに基づき、継続的に計画の点検・価）、直 しを）っていきます。 

PDCA サイクルイメージを図５-１に示します。 

 

 

図５-１ PDCA サイクルのイメージ図 

 

 

 

  

1.Plan（計画の策定） 

・現状分析と課題抽出 

・目標の設定 

・実施スケジュールの策定 

2.Do（実行） 

・計画に基づき実施 

・進行状況、実績の記録 

・計画からの乖離を把握 

3.Check（評価） 

・目標と実績の比較検証 

・要因の分析、評価 

4.Action（改善） 

・改善策の検討 

・次期 Plan への反映 
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５.２ 数値目標・成果指標の進行管理 

 

第４次ごみゼロプランの数値目標を表５-１、ごみ処理基本計画の成果指標を表５-２及

び表５-３、食品ロス削減推進計画の成果指標を表５-４及び表５-５に示します。 

計画の数値目標及び成果指標については、年度ごとに行態把握を）い、達成状況の確認

を）った上で、日野市ごみ減量・リサイクル等推進協議会及び日野市廃棄物減量等推進審

議会に報告するとともに、行施状況を PDCA サイクルにより、継続的に点検、価）、直 し

を）います。 

 

表５-１ 第４次ごみゼロプランの数値目標 

項目 指標 

ごみ処理基本計画 ・1 人１日あたりごみ排出量（ｇ/人・日） 

・焼却処理量（ｔ/年） 

・最終処分量（ｔ/年） 

・（参考値）総資源化率（％） 

食品ロス削減推進計画 ・家庭系食品ロス発生量（ｔ/年） 

・事業系食品ロス発生量（ｔ/年） 

・食品ロス発生量（ｔ/年） 

 

表５-２ 各施策の成果指標（ごみ処理基本計画）（１） 

施策番号 施策名 成果指標 

Ⅰ-1-(1)  情報紙・市報等による普及啓発・情

報提供 

・ごみ分別アプリの登録者数 

・粗大ごみの電子申請割合 

Ⅰ-1-(2) ごみ学習推進プログラムの実施 ・施設見学会参加人数（合同見学会を含む） 

・出前授業・講座開催数 

Ⅱ-1-(1) 「容器包装お返し大作戦！」の推進 ・店頭回収協力店舗数 

Ⅱ-1-(2) 市指定収集袋の価格適正化と品質

改善 

・市指定収集袋へのバイオマスプラスチック等

の環境配慮素材の導入 

Ⅱ-1-(3) リユースの促進 ・民間と連携したリユース取り組み件数（受渡件

数） 

Ⅱ-1-(4) 事業系ごみの減量・資源化の促進 ・事業系ごみ搬入量 

Ⅲ-1-(1) 分別徹底に向けた周知・啓発の強化 ・可燃ごみ中の資源化可能品目の混入率 

・不燃ごみ中の分別区分に適合しない品目の混

入率 

Ⅲ-2-(1) 家庭内における生ごみの減量・資源

化の促進 

・生ごみ処理器の年間補助件数 

Ⅲ-2-(2) 地域内での生ごみ循環の促進 ・生ごみリサイクルサポーターの登録者数 

Ⅲ-2-(3) 事業系食品廃棄物減量・リサイクル

に向けた取り組みの推進 

・事業系食品廃棄物排出量 

 

Ⅲ-3-(1) 雑紙の減量・リサイクルの推進 ・可燃ごみ中の資源化可能な紙類の混入率 

Ⅲ-4-(1) プラスチック類の減量及び分別回

収・リサイクルの推進 

・レジ袋辞退率 

・可燃ごみ中の資源化可能なプラスチック類の

混入率 

・不燃ごみ中の資源化可能なプラスチック類の

混入率 
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表５-３ 各施策の成果指標（ごみ処理基本計画）（２） 

施策番号 施策名 成果指標 

Ⅲ-5-(1) 剪定枝の減量・リサイクルの推進 ・可燃ごみ中の剪定枝の混入率 

Ⅲ-6-(1) リサイクル品目拡大・拡充の検討 ・リサイクル品目の拡充品目数 

Ⅲ-1-(1) 分別徹底に向けた周知・啓発の強化 ・可燃ごみ中の資源化可能品目の混入率 

・不燃ごみ中の分別区分に適合しない品目の混

入率 

Ⅲ-2-(1) 家庭内における生ごみの減量・資源

化の促進 

・生ごみ処理器の補助件数 

Ⅲ-2-(2) 地域内での生ごみ循環の促進 ・生ごみリサイクルサポーターの登録者数 

Ⅲ-2-(3) 事業系食品廃棄物減量・リサイクル

に向けた取り組みの推進 

・事業系食品廃棄物排出量 

 

Ⅲ-3-(1) 雑紙の減量・リサイクルの推進 ・可燃ごみ中の資源化可能な紙類の混入率 

Ⅲ-4-(1) プラスチック類の減量及び分別回

収・リサイクルの推進 

・レジ袋辞退率 

・可燃ごみ中の資源化可能なプラスチック類の

混入率 

・不燃ごみ中の資源化可能なプラスチック類の

混入率 

Ⅲ-5-(1) 剪定枝の減量・リサイクルの推進 ・可燃ごみ中の剪定枝の混入率 

Ⅲ-6-(1) リサイクル品目拡大・拡充の検討 ・陶磁器・ガラスの拠点回収 

・廃食用油の拠点回収 

・紙おむつリサイクルの導入可能性検討 

Ⅳ-1-(1) 分別区分に則った適正な収集運搬 ・収集作業に伴う苦情・問い合わせ件数 

Ⅳ-2-(1) プラスチック類資源化施設の維持

管理 

・プラスチック類資源化施設の故障等による想

定外の停止回数 

Ⅳ-2-(2) 既存施設跡地の有効活用 ・旧施設の解体 

Ⅳ-3-(1) 最終処分量の削減 ・最終処分量（埋立量） 

Ⅳ-4-(1) 不法投棄の防止 ・不法投棄回収量 

Ⅳ-4-(1) 災害時対策の強化 ・災害廃棄物処理計画の見直し 

Ⅴ-1-(1) 
市民・事業者との連携によるごみ減

量・適正処理等への取り組み 

・本計画の進捗状況の確認と施策の見直し 

・廃棄物減量等推進員研修の理解度（％） 

Ⅵ-1-(1) ３市でのごみ減量・分別の徹底 ・３市における可燃ごみ搬入量 

Ⅵ-1-(2) ３市における情報共有の促進 ・３市ごみ減量推進市民会議等の広報 

Ⅵ-1-(3) ３市への情報発信の強化 ・地元地域との意見交換会の実施 

 

表５-４ 各施策の成果指標（食品ロス削減推進計画） 

施策番号 施策名 指標 

Ⅰ-1-(1) 食品ロス削減に係る情報発信・啓発 ・市民の食品ロス削減への取り組み率 

・食品ロス削減に係る啓発イベントの開催回数 

Ⅱ-1-(1) 「３切り運動」の推進 ・市民の「３切り運動」の実践率 

・食材の使い切りレシピの開発数 

Ⅱ-1-(2) 期限切れによる手付かず食品（直接

廃棄）等の発生抑制 

・家庭系可燃ごみ中における直接廃棄量 

Ⅱ-2-(1) 生ごみ処理器等の普及・促進 ・生ごみ処理器等の年間補助件数 

Ⅱ-2-(2) フードドライブを通じた未利用食

品の有効活用 

・フードドライブの回収拠点数 

Ⅲ-1-(1) 事業系食品ロスの実態把握とその

結果を踏まえた新規施策の実施 

・事業系可燃ごみの組成分析調査の実施/施策の

検討及び実施 

Ⅲ-1-(2) 「30 ・10 運動」及び食べきりの推進 ・外食時に食べきりを実践している市民の割合 

Ⅲ-1-(3) 小盛り・少量メニューの設定や食べ

残し持ち帰りの推進 

・食べ残し持ち帰り協力店舗数 
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表５-５ 各施策の成果指標（食品ロス削減推進計画）（１） 

施策番号 施策名 指標 

Ⅲ-1-(4) フードシェアリングサービスの推

進 

・フードシェアリングサービスの実施店舗数 

Ⅲ-1-(5) 学校給食等における食品ロス削減・

規格外野菜活用・資源化の推進 

・給食残渣の資源率 

Ⅲ-1-(6) 関係法令・条例等に基づく事業者へ

の指導・周知 

・再利用計画書における食品ロス削減目標の設

定率 

Ⅲ-1-(7) 食品ロス削減に取り組む優良事業

者の評価・表彰制度等の検討 

・表彰制度の確立・普及 

Ⅳ-1-(1) 庁内における食品ロス削減推進体

制の確立 

・庁内連携会議の開催回数 

Ⅳ-1-(2) ３市広域連携での食品ロス削減の

推進 

・３市ごみ減量推進市民会議の実施 

 


